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本冊子は浸水対策の観点からの手引きであり、耐震性やバリアフリーと

いった他の観点からの判断を総合的に考慮したものではないため、本文に

記載されている対策の実施あるいは構法や部材の選択にあたっては、その

点に留意する必要がある。

また、記述内容は現時点で把握できた情報や知見に基づくものであり、

今後の技術開発や社会経済情勢等の変化により変わりうるものである。

．
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3. 浸水対策を考慮した設計手法

水害は「起こらない」ではなく、「起こるかもしれない」という心構え

で日頃から備えておくことが大切である。特に、住宅が浸水すれば、家屋

や家財などの被害はもちろん、生活に大きな支障が生じ、回復するまでに

相当な時間がかかる。その上、精神的なダメージも大きく、大切なアルバ

ムや資料など、お金では取り返しのつかないものを失うことも少なくない。

もしこれから住宅を新築したり、建て替えたりしようと考えるのであれ

ば（あるいはそれらの設計を依頼されたなら）、ぜひ浸水対策を考慮した設

計を考えるべきである。ただし、全ての住宅で同じ対策を講じる必要はな

い。大雨の際、その付近がおよそどの位まで水に浸かるかを過去の事例や

地形などから想定し、極力床上浸水にならないようにそれぞれの敷地や基

礎・住宅などで工夫することが重要である。また、予測を超えた大雨の場 ・
合でも、人命や生活• 財産などの被害を最小限に留めるような対策を講じ

ておくことが望ましい。 といっても、必ずしも手間のかかるものばかりと

は限らない。中にはちょっとした工夫で大きな効果が期待できるものもあ

るし、リフォームで対応できるものも少なくない。

まず、 5ページの図において、施主の立場から考えた浸水対策の流れを

示した。フローチャートにしたがいながら、チェ ックポイントに印を付け

て対策の基本条件を整理していく 。ここで重要なのは、設計者とのコンセ

ンサスを得ながら、密接なコミュニケーションを図っていくことである。

続く 6ページ以降は、設計を具体化する際の参考になる情報を提供する

目的で作成している。6ページの図は、浸水対策の全体像がわかるように

チャート化したものである。7ページの表は、その具体的な設計方法等を

一覧表形式で示したものある。

さらに、この一覧表の内容を図、写真等を用いてカード形式にまとめて

いる。一覧表に付した番号とカードの番号が対応している。
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3.1 浸水に強い住宅対策・検討チェックシート

（スタート）
家の新築・改築予定

＜ステッア l状況の確認＞

該当なし

いいえ

高台でない限り、浸水について、さ
らに調べてみることをお勧めします。

あなたの家は、高台にありますか？

はい

通常想定される規模の大雨では、浸水を受ける
可能性は、周辺の地域よりも低いと思われます。

該当なし」 しかし、通常想定される規模を超える大雨や局
所的な集中姦雨等により浸水する可能性も無いわ
けではありません。

より、安全な暮らしをお望みの場合は、念のた
め、浸水対策を検討することをお勧めしま

考えられる対策ケースをもとに専門家と相
談し、取り組む対策を検討しましょう

のよう 1 ことに気を付けましょう

地下室あり

地下室
なし

家の設計にあたっては、次のような観点から、条件を絞
り、それぞれに対応した対策を考盛することをお勧めしま

次の①～④のどちらにあ1てはまりますか？
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後述の 1対策カード」や専門
家のアドバイス等から、あなた
の家にあった対策を講じ、浸水
に強い住宅づくりをしましょう

ゴール

＜雌3><躇4)
＜腹5><対策—6 >
く対焦7)<対策-8>
＜腹9)<対策— IO >
く対策-II><腹 12>
く対焦13><対缶14>
など

vヽ
考えられる
、 ケース

一定程度の効 高齢者の生活

；［三戸虞裔共
く対策-4><対佑6>
く対策-7><対知8>
く対策— I I>く対策-13 >
く対併14>
など

＜雌4><迂6>
く対簾ー7>く対策ー9〉
＜腹II><対簾— 12>
く対策ー 13><対策— 14>
など
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3.2 浸水対策を考慮した設計手法

4ニニレ
大雨時の氾濫水位を想定する

//It 敷地のまわりを塀や土で囲い、 漫水〇過去の水害実績を調べる 1 を防ぐ（門扉等には止水機能を付ける
〇付近の地形から予想する 必要あり） 。

〇近所の対策事例を調べる

〇洪水ハザードマップを調べる 1 I I r基礎を高くしたり、ビロティなどによ
り、住宅の主たる部分の床を想定水位
以上に嵩上げして浸水を回避する。

L敷地を嵩上げ・-す・る-べ●（盛土）一1 廿竺2ビ1-G - "I/A想定水位以下の綿分をコノクリートな--、 ど止水性のある外壁とし、浸水を防御点 ，敷地を塀で防御する する（開口部には水密性を蔓す）。

屯 ' l浸水時に人命を守るため、 2階や屋根未＇; 

然 床上への浸水
! •L 床を嵩上げする （高床） I • かニーらな脱ど出をす設る置たすめるの。避難口やバルコ

に を防ぐ
国 亨二‘ ／／・出芯閃霊霜~~-防

ぐ 上に配置する。

人命を守る I / ！浸水時に 1階部分の家財や貴重物を避
難させるよう、階段幅や踊り湯を大き
くとったり、中二階などを設ける。

間取りなどを
生活を守る

ー ・,.1/I ~ 9位と故以障上すの位る置恐れに設の置あするるもの． 加こるふる・工夫する
は、想定水

床II a -,1,!!W皐

家財を守る

水点
L—設備機器を守る

に 1-l 
備

i I I 材料や構法な ＇ 「材料の特性を知る

どを工夫する

地下室への浸水に備え

る

浸水に備えた構法

外部からの出入りに留意する

内部からの出入りに留意する

／臼に浸水するのを防ぐために工夫す1

内部階段や避難はしご等の設置によ
り、内部からの選戴経路を確保する。

図 浸水対策を考慮した設計手法の全体像
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3.3 浸水対策を考慮した設計手法の検討

表 浸水対策を考慮した設計手法の検酎

10 10 1 過去の水害実績を調べる 10 1.1 役場などに問い合わせる
大雨時の氾濫水位を想定する 10.1 2 過去の水害記録をひもとく

10 1.3 年配の方に尋ねる
10 2 付近の地形から予想する 10 2 1 地形固を調べる

10.2 2 実地で地形を調べる

10.2 3 近くの河川の計画水位を調べる
10 3 近所の対策事例を調べる 10.3.1 近所の対策事例を調べる
10 4 ハザードマップを調べる 10 4 1 ハザードマップを調べる

20 21 21.1 敷地を嵩上げする 21 1 1 盛り土を行う (lm未満）

床上浸水を未然 敷地への水の浸 21 1 2 盛り土を行う (lm以上）
に防ぐ 入を防ぐ 21 2 敷地を塀で防御する 21 2.1 敷地のまわりを塀で囲う

21 2.2 敷地のまわりを土堤で囲う
21.2 3 土嚢

21.2 4 ポリ袋に よる筋易水嚢

212 5 プフンターによる簡易土器

212 6 ポリタンクによる簡易水嚢
21.2 7 吸水性ゲル水嚢

22 22 1 床を店上げする 22 1 1 コンクリ ー トの基礎を高くする
床上への浸水を 22 1.2 ピロティ形式とする

防ぐ 22 1.3 混構造 3階建て

22 2 家屋の外壁で防御する 22 2 I 止水性のある外壁（浮力を考慮）
22.2 2 開口部の対策

22 2 3 配管などの開口部対策
30 31 31 1 人命を守る 31.1 1 2階建て とする ・バルコニー
床上浸水に備え 間取りなどを工 31.1.2 小屋凝への避難 ・はしご ・天窓

る 夫する 31 2 生活を守る 31 2 1 2際の重点化

31.2.2 重ね 2世帯住宅
31 3 家財を守る 31 3 1 重要家財の 2階常骰

31 3 2 階段の幅を広くする

31 3.3 階段の踊り場を広くする

31 3.4 階段の勾配を緩くする
31 3 5 スキップフロア

31 4 設備機器を守る 314.1 電気 ・空調等設備の高所設置
31.4 2 配管の固定

32 32 1 材料の特性を知る 32.1.1 コンク リート

材料や構法など 32.1 2 モルタル

を工夫する 32.1 3 窯業系サイディング

32 1 4 下見板張り

32 1 5 フローリング

32 1 6 畳
32 1 7 長尺CFシート

32.1.8 せっこうボー ド

32 1 9 クロス張り（せっこうボード下地）
32 1.10タイル張り

32.1.11ムク板張り
32 1.12結緋壁塗り

321.13土塗り

32 1.14構造用合板特類
32 1 15合板 1類、 2類、3類 ・OSB
32 116繊維板

32.1 17発泡樹脂系断熱材

32.1 18繊維系断熱材

32 2 浸水に備えた構法 32.2 1 外壁通気構法
32.2.2 真壁造

32 2 3 荒床
32.2.4 水平見切り材

32 2 5 腰壁
40 40 1 基礎内（床下）の防御 40 1 1 ネコ土台

排水や残留物の除去に備える 40 1 2 床下換気ロカバー

40.2 基礎内（床下）からの除去 40 2 1 ベタ基礎の場合

40 2.2 土間コンク リー トの場合
40 2 3 布基礎の場合

40 2 4 床下排水口

40 2 5 r'oli圧洗浄による除去
40 2 6 バキュームによる除去

50 50 1 外部からの出入りに留意する 501.1 出入口の床を高くする

地下室への浸水に備える 50 1.2 出入口への階段の前室を広くとる
50 1.3 出入口の前に止水板を設ける

50 2 内部からの出入りに留意する 50 2 1 内部階段や避難はしこの設置
50 2 2 エレベータに頼らない避難経路の確保
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I 32.1.3 窯業系サイディング ー一

材料の特性を知る ＜ 材料や構法などを工夫する＜床上浸水に備える

外壁に使用する窯業系サイディングは耐水性です。塗料によりコーティングされたものも

あり、ほとんど問題なく再使用できます。汚濁した水の跡も洗浄により取り除くことができ

ます。

I 32.1.4 下見板張り

材料の特性を知る ＜ 材料や構法などを工夫する＜床上浸水に備える

外部の仕上げに使用されているものは耐水性があり、水害後も再使用できるものがほとん

どです。

、

t
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I 32.1.5 フロ ーリ ／ク | 

材料の特性を知る＜材料や構法などを工夫する＜床上浸水に備える

フローリングには基材によっていくつかの種類があります。浸水時の被害は基材の種類に

よって異なってきます。ムク板のフローリングは吸水後膨張しますが、乾燥すれば再使用可

能なことが多くあります。また複合フローリングは基材の合板の耐水性能によって再使用の

可能性が異なります。

I 32.1.6 『t . I 

材料の特性を知る ＜ 材料や構法などを工夫する＜床上浸水に備える

とこ わらどこ

畳は水に浸かると、再使用が困難です。これは床が藁床でも建材床でも同様です。畳表も

再使用は困難です。

．
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32.1.7 長尺 CFシート

材料の特性を知る ＜ 材料や構法などを工夫する ＜床上浸水に備える

長尺 CFシート自体は耐水性ですが、下地の合板によっては水害後撤去する必要がでてき

ます。またシートと下地の間に水が浸入しており、放置すると下地にカビの発生や腐食の原

因となります。なお、 長尺 CFシートを撤去した場合、それを再使用することは困難です。

ヽ

32.1.8 せっこうボード I 

材料の特性を知る ＜ 材料や構法などを工夫する ＜ 床上浸水に備える

せっこうボードのせっこう自体は、吸水後に乾燥すれば材料的な変化はありません。しか

し、紙のほ うが変化する可能性はあります。防火的な性能に変化はありませんが、耐力壁と

して使用している場合は、交換する必要があります。また吸水直後の湿潤な状態ならば撤去

は容易ですが、乾燥してしまうと手間取ります。

,.• -

•• }._ ., 

｀ 
~ 

←隼.,
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32.1.9 クロス張り（せっこうボード下地）

材料の特性を知る＜材料や構法などを工夫する ＜ 床上浸水に備える

水害によってビニルクロスがせっこうボードから剥離します。剥離はクロスの継ぎ目のわ

ずかな部分です。浸水が床上数cmの場合は補修してそのまま使用する場合もあります。クロ

スを撤去すると下地のせっこうボードの表面も傷みますので、ボードごとの取り替えが必要

です。布クロスの場合は汚れが染み込みますので、ほとんどの場合、張り替えます。

．
 32.1.10 タイル張り

材料の特性を知る＜材料や構法などを工夫する ＜ 床上浸水に備える

浴室などのタイルはもともとが耐水性のために、水害による被害はありません。

．
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I 32.1.11 ムク板張り 1 

材料の特性を知る＜材料や構法などを工夫する＜床上浸水に備える

浸水時に膨張し、乾燥時には反ってしますことがあります。しかし、これも木の性質によ

り結果が異なります。また、臭気が染み付いたり変色することもあります。防水性の塗料で

コーティングすることも有効な手段です。家具もムク板のものは、浸水後乾燥すると狂いを

生じます。

I 32.1.12 繊雉壁塗り 1 

材料の特性を知る ＜ 材料や構法などを工夫する ＜ 床上浸水に備える

繊維壁などの左官工事の上塗りは水に洗われて剥落します。外部仕様のものもありますの

で、中塗りを浸水しても被害のないものにしておけば、洗浄により再使用が可能です。
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32.1. I 3 土塗り 1 

材料の特性を知る＜材料や構法などを工夫する＜床上浸水に備える

土塗り壁の場合、上塗り、中塗りは水に洗われて剥落します。荒壁は土の仕様によって結

果が大きく異なります。上等なものほど粘土質が豊富で水に対して強いようです。小舞は再

使用可能です。

．
 

“ 
●、

＾ ・' 

ヽ

匿

I 32.1.14 構造用合板特煩 | 

材料の特性を知る ＜ 材料や構法などを工夫する＜床上浸水に備える

．
 

合板は接着材の種類によって耐水性能が大きく異なります。外壁に使用する構造用合板は

特類にするべきであり、特類であれば浸水しても問題はさほどありません。特類の構造用合

板でも乾燥しながら反りかえることがありますが、再使用は可能です。

,, ... ,. 

' 
， 

~-、．ュ・一 島 r
』
-
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; 32.1.15 合板 l類、 2類、 3類 ・OSB I 

材料の特性を知る＜材料や構法などを工夫する ＜ 床上浸水に備える

合板 l類でもある程度の耐水性は期待できますが、家屋の構造に供される合板には耐久性

も要求されるので特類を使用すること が望まれます。また、水害の場合は湿度の高い状態で

ゆっくりと乾燥させることになるので、 2類以下の合板ではベニアが剥がれてしまい、好ま

しくありません。OSBの耐水性能は、合板 l類とほぼ同等です。

32.1.16 繊維板

材料の特性を知る ＜ 材料や構法などを工夫する ＜ 床上浸水に備える

繊維板は吸水すると膨張し、乾燥しても復元 しません。このため、繊維板を使用する ドア

やドア枠は、開け閉めができなくなってしまいます。繊維板を使用するこれらの建材は化粧

単板を張ってあるので、補修して使用することも困難です。膨張の度合いによ っては、釣り

元を細工すれば、我慢して使えないこともありません。
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32.1.17 発泡樹脂系断熱材 | 

材料の特性を知る＜材料や構法などを工夫する ＜ 床上浸水に備える

発泡樹脂系の断熱材は表面が汚れますが、基本的に被害を受けることはありません。むし

ろ浸水時の浮力ではずれないような配慮が必要です。

．
 I 32.1. 18 繊淮系断凱材 | 

．
 

材料の特性を知る＜材料や構法などを工夫する ＜ 床上浸水に備える

水に浸かると乾燥がきわめて困難です。濡れたままだと建物の躯体にも悪影響を及ぼすの

で、早めに取りはずして建物を乾かすことが必要です。

なお、最近では水に浸かっても保水しないように改良された繊維系断熱材も開発されてい

ます。 一—— 
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I 33.2.1 外壁通気構（去 | 

浸水に備えた構法＜材料や構法などを工夫する＜床上浸水に備える

外壁通気工法はもともと壁体内の結露を防ぐためのものですが、浸水被害時の壁体内の乾

燥にも有効です。

透湿性の高い材料（合板等）

断熱材防湿フィルム付

内壁

通気用アルミ土台水切
外気

｀
 I 32.2.2 真壁造

浸水に備えた構法＜材料や構法などを工夫する ＜ 床上浸水に備える

柱があらわしになっているものを真壁といいますが、土壁や構造パネルの受け材仕様も真

壁といえます。このよ うな壁はタイコ張りではな く、一重ですから内部に水が浸入すること

はありません。水害時に壁材料をはずして乾燥させる必要がないので、復旧が容易です。

ヽ

真壁

日

大壁
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浸水に備えた構法＜材料や構法などを工夫する＜床上浸水に備える

畳の下地は、以前は、床板を根太の上に置いているだけでした。このような構法であれば、

床を外して洗浄、乾燥することが容易です。現在では稀になりましたが、この発想を応用し

て他の床材料に活用することは可能だと思われます。ただし、床板が根太に固定されていな

いので床剛性を期待することはできません。

● 

I 32.2.4 水平見切り材 I 

．
 

浸水に備えた構法＜材料や構法などを工夫する＜床上浸水に備える

浸水深が床上 lmに留まっても、壁の補修は天井まで及びます。これは仕上げ材も下地材

も同様で、壁勝ちの納まりでは天井まで改修することになってしまいます。補修すべき壁の

材料は回り縁ラインで見切ることが望ましいでしょう。あるいは、約 lmのレベルで下地に

水平の胴縁を入れて、そこでボードなどを継ぐようにしておくと張り替えが容易です。
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I 32.2.5 腰壁

浸水に備えた構法＜材料や構法などを工夫する＜床上浸水に備える

浸水深が lmに満たないような場合、低い部分の壁の仕上げを耐水性のある材料とすると

被害の軽減に有効です。また、腰壁部分のみ取りはずして乾燥させることも容易です。

I 40.1.1 ネコ土台 ： 

基礎内（床下）の防御 ＜ 排水や残留物の除去に備える

布基礎には床下換気のために開口部が必要とされますが、この開口部から床下に水が侵入

してきます。このため布基礎に開口部を設けず、土台をパッ キン材で浮かせて換気する方法

がねこ土台です。これにより約 15cmは浸水が高くても、床下に水が浸水することを防ぐこ

とができます。

ネコ土台
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• 
都市水害には雨水の貯留浸透が効果的です。

詳細は以下にお問い合わせくださ い。

社団法人 雨水貯留浸透技術協会

Tel.03-5275-9591 (イ~)

http://www.arsit.or.jp 

地下室については、 別途

「浸水時の地下室の危険性について一地下室を安全に使うために一」

監修／建設省住宅局建築物防災対策室

発行／財団法人日本建築防災協会

を参照してください。

このパンフレットは、国土交通省河川局、同住宅局、同土木研究所、同建築研究所、総務省消防研究所の関係者から 構
成される「住宅設計における浸水対策マニュアル検討会」（（財）日本建築防災協会内に設醤）において検討された内容をと
りまとめたものです 。

家屋の浸水対策ガイドブック

わが家の大雨対策 ー安心な暮らしのために一

編集•発行／財団法人日本建築防災協会
〒105-0001 東京都港区虎ノ門 2-3-20 虎ノ門YHKビル 8階

電話 03-5512-6451 FAX 03-5512-6455 
http://www.kenchiku-bosai.or.jp 


